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鯉
石

こ
い
し

嶋
は
美
保
関
町
の
森
山
海
岸
に
、

大
嶋
は
美
保
関
町
中
村
南
方
に
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
が
、
い
ず
れ
も
今
は
沈
下
し
た

と
思
わ
れ
る
。

鯉
石

こ
ひ
し

嶋
。
海
藻

め

生お

へ
り
。

大
嶋
。
礒い

そ

な
り
。 嶋

根

し

ま

ね

郡

「
大
海
」
と
は
島
根
半
島
か
ら
北
方
に
眺
め
た
海
、
今
で
言
う
日
本
海
の

こ
と
で
す
。

「
大
海
」
…
…
な
ん
と
い
う
表
現
で
し
ょ
う
。
半
島
か
ら
眺
め
た
日
本
海

は
青
く
雄
大
で
、
ま
さ
し
く
大
海
と
呼
ば
れ
る
に
ふ
さ
わ
し
い
海
で
す
。

『
出
雲
国
風
土
記
』
で
は
、
海
に
面
し
て
い
る
島
根
郡
・
秋
鹿
郡
・
楯
縫

郡
・
出
雲
郡
か
ら
、
一
〇
〇
以
上
も
の
島
々
や
岬
、
浜
な
ど
が
東
か
ら
西

へ
順
に
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
記
述
を
見
る
と
、
今
と
何
ら
変
わ
る
こ

と
な
い
、
雄
大
な
風
景
が
広
が
っ
て
い
た
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
ま
す
。

当
時
の
人
び
と
は
大
海
に
何
を
想
い
、
何
を
見
た
の
で
し
ょ
う
…
…
。

「
大
海
」
と
は
島
根
半
島
か
ら
北
方
に
眺
め
た
海
、
今
で
言
う
日
本
海
の

こ
と
で
す
。

「
大
海
」
…
…
な
ん
と
い
う
表
現
で
し
ょ
う
。
半
島
か
ら
眺
め
た
日
本
海

は
青
く
雄
大
で
、
ま
さ
し
く
大
海
と
呼
ば
れ
る
に
ふ
さ
わ
し
い
海
で
す
。

『
出
雲
国
風
土
記
』
で
は
、
海
に
面
し
て
い
る
島
根
郡
・
秋
鹿
あ
い
か

郡
・
楯
縫
た
て
ぬ
い

郡
・
出
雲
郡
か
ら
、
一
〇
〇
以
上
も
の
島
々
や
岬
、
浜
な
ど
が
東
か
ら
西

へ
順
に
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
記
述
を
見
る
と
、
今
と
何
ら
変
わ
る
こ

と
な
い
、
雄
大
な
風
景
が
広
が
っ
て
い
た
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
ま
す
。

当
時
の
人
び
と
は
大
海
に
何
を
想
い
、
何
を
見
た
の
で
し
ょ
う
…
…
。

美
保
関
町
の
宇

井
浜
で
、
長
さ
は

一
四
三
メ
ー
ト
ル
。

シ
ビ
と
は
マ
グ
ロ

の
こ
と
で
、
当
時
こ
の
あ
た
り
で
は
、
マ
グ

ロ
が
採
れ
て
い
た
ら
し
い
。

宇
由
比

う

ゆ

ひ

濱
。
廣ひ

ろ

さ

八
十
歩
あ
り
。
志し

び

魚
を
捕と

る
。

現
在
の
美
保
関
町
美
保
関
に
あ
た
り
、

長
さ
は
二
五
八
メ
ー
ト
ル
。
西
方
の
神
社
と

は
、
美
保
神

社
の
こ
と
。

美
保

み

ほ

濱
。
廣
さ
一
百
六
十
歩
あ
り
。
西
に

神
社
あ
り
。
北
に
百
姓

た

み

の
家
あ
り
。
志
　
魚

を
捕
る
。

美
保
関
町
の
福
浦
に
あ
た
り
、
長
さ
は
一

四
三
メ
ー
ト
ル
。

鹽
道

し
ほ
ぢ

濱
。
廣
さ
八
十
歩
あ
り
。
志
　
魚
を

捕
る
。

美
保
関
町
の
長
浜

に
あ
た
り
、
長
さ
は

八
九
メ
ー
ト
ル
。

澹
由
比

た

ゆ

ひ

濱
。
廣
さ
五

十
歩
あ
り
。
志
　
魚

を
捕
る
。

美
保
関
町
の
海

崎
。
長
さ
は
一
〇
七

メ
ー
ト
ル
。

加
努
夜

か

ぬ

や

濱
。
廣
さ
六

十
歩
あ
り
。
志
　
魚

を
捕
る
。

１

２現
在
、
灯
台
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
の
あ
る
地
蔵
崎

の
こ
と
。
周
囲

は
絶
壁
で
け
わ

し
い
と
あ
る
の
は
、

今
も
同
じ
。
遊

歩
道
が
整
備
さ

れ
、
天
気
が
い

い
と
展
望
台
か

ら
隠
岐
の
島
が

望
め
る
。

美
保
埼
。
周め

ぐ

り
壁
峙

そ
ば
だ

ち
て
、

定
さ

が

し
き
岳や

ま

な
り
。

等
々

と

ど

嶋
は
、
地
蔵
崎
の
東
北
約
三
キ
ロ

の
海
中
に
見
え
る
、
沖お

き

の
御
前
島

ご
ぜ
ん
し
ま

の
こ
と
。

等
々
と
は
、
発
音
ど
お
り
動
物
の
ア
シ
カ
の

こ
と
。
当
時
、
こ
の
島
は
ア
シ
カ
が
棲
息
し

て
い
た
ら
し
い
。
当
時
の
人
び
と
が
ア
シ
カ

を
見
て
ど
う
思
っ
た
の
か
を
考
え
る
と
、
な

ん
と
な
く
楽
し
く
な
る
。

土
嶋
は
、
地
蔵
崎
か
ら
東
北
二
四
〇
メ

ー
ト
ル
に
浮
か
ぶ
、
地ぢ

の
御
前
島

ご
ぜ
ん
し
ま

の
こ
と
。

等
々

と

ど

嶋
。
禺
々

と

ど

常
に
住
め
り
。

土つ
ち

嶋
。
礒
な
り
。

向こうが沖の御前島。手前が地の御前島

日御碕

３美
保
関
町
の
雲
津

く
も
つ

浦
の
こ
と
で
、
長
さ

一
七
八
メ
ー
ト
ル
あ
る
。「
浦
」
と
は
海
辺
の

良
港
を
指
す
と
思
わ
れ
、
こ
の
浦
に
は
一
〇

艘そ
う

の
船
が
船
舶
で
き
た
ら
し
い
。
こ
の
ほ
か
、

三
カ
所
の
港
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

久
毛
等

く

も

と

浦
。
廣ひ

ろ

さ
一
百
歩ぶ

あ
り
。
東
よ
り
西

に
行
く
。
十
の
船
泊は

つ
べ
し
。

４這
田
濱
は
美
保
関

町
法
田

ほ
う
だ

の
浜
に
あ
た

る
。
長
さ
は
三
五
八

メ
ー
ト
ル
あ
る
。

比
佐
島
は
法
田
湾
口

の
平ひ

ら

島
と
さ
れ
て
い
る
。
ノ
リ
が
採
れ
て
い

た
ら
し
い
。

這
田

は
ふ
た

濱
。
長
さ
二

百
歩
あ
り
。

比
佐

ひ

さ

嶋
。
紫
菜

の

り

・

海
藻

め

生
へ
り
。

雲
津
北
方
の
小
青
島

し
ょ
う
あ
お
し
ま

の
こ
と
か
。
こ
の
地

方
に
は
玄
武
岩
が
多
く
、
そ
の
色
を
あ
ら
わ

す
黒
や
青
が
名
に
付
く
島
が
多
い
。

黒
嶋
。
海
藻

め

生お

へ
り
。

５

長
嶋
は
法
田
湾
口
の
松
島
の

こ
と
。
今
も
こ
の
あ
た
り
で
は
、

ノ
リ
や
ワ
カ
メ
が
採
れ
る
。
比
賣

嶋
は
同
湾
の
松
島
の
北
方
の
市し

目め

島
、
結
嶋
門
嶋
は
同
湾
口
の

青
木
島
に
あ
た
る
。
周
囲
一
・

一
二
二
キ
ロ
、
高
さ
三
〇
メ
ー

ト
ル
と
あ
る
が
、
今
も
ほ
ぼ
同
じ
。

松
も
生
え
て
い
る
。「
嶋
門
」
と
は

島
の
間
の
海
峡
で
、
船
の
通
路

と
い
う
意
味
。

長な
が

嶋
。
紫
菜
・
海
藻
生
へ
り
。

比
賣

ひ

め

嶋
。
礒い

そ

な
り
。

結
嶋
門

ゆ
ひ
の
し
ま
と

嶋
。
周め

ぐ

り
二
里
三
十
歩
、
高
さ
一

十
丈
あ
り
。
松
・
薺
頭
蒿

お

は

ぎ

・
都
波

つ

は

あ
り
。

６美
保
関
町
七
類

し
ち
る
い

浦
。
長
さ
は
三
九
二
メ

ー
ト
ル
。
南
の
神
社
と
は
現
在
の
喜
多

き

た

神
社

の
こ
と
。
こ
の
湾
は
か
な
り
広
く
、
現
在
は

隠
岐
航
路
の
基
点
と
し
て
有
名
。
当
時
も

三
〇
艘
の
船
が
停
泊
で
き
る
港
だ
っ
た
よ

う
だ
。

質
留
比

し

ち

る

ひ

浦
。
廣
さ
二
百
二
十
歩
あ
り
。
南

に
神
社
あ
り
。
北
に
百
姓

た

み

の
家
あ
り
。
三
十

の
船
泊は

つ
べ
し
。

７

御
前

み
さ
き

小
嶋
は
美
保
関
町
七
類
湾
中
の
宇う

杭く
い

島
。
久
宇

く

う

嶋
は
七
類
湾
北
方
の
九
島
と

考
え
ら
れ
る
が
、
周
囲
五
八
八
メ
ー
ト
ル
、

高
さ
二
〇
・
七
八
メ
ー
ト
ル
と
あ
る
の
に
、

現
在
の
九く

島
は
高
さ
が
九
八
メ
ー
ト
ル
あ

り
、
周
囲
も
は
る
か
に
大
き
い
。
筆
者
の
誤

写
だ
ろ
う
か
。

加
多
比

か

た

ひ

嶋
は
九
島
の
東

方
の
片
島
。
船
嶋
は
片
島

の
西
北
に
あ
る
島
で
、
現

在
も
船
島
と
言
う
。
屋
島

は
九
島
の
西
方
に
あ
る
八

島
。
周
囲
は
三
五
六
メ
ー

ト
ル
、
高
さ
五
九
メ
ー
ト

ル
に
あ
た
る
。
赤
嶋
は
八

島
東
北
方
の
岩
島
、
現
在

も
赤
島
と
言
う
。
宇
氣
嶋

は
八
島
西
方
に
あ
る
押お

し

島
。

黒
島
は
、
若
松
鼻
の
北
方

に
あ
る
大
黒

だ
い
こ
く

島
に
あ
た
る
。

御
前

み
さ
き

小
嶋
。
礒
な
り
。

久
宇

く

う

嶋
。
周め

ぐ

り
一
里
三
十
歩
、
高
さ
七
丈

あ
り
。
椿
・
椎
・
白
朮

お
け
ら

・
小
竹

し

ぬ

・
薺
頭

お

は

蒿ぎ

・
都
波

つ

は

・
茅ち

等
あ
り
。

加
多
比

か

た

ひ

嶋
。
礒
な
り
。

船ふ
な

嶋
。
礒
な
り
。

屋や

嶋
。
周
り
二
百
歩
、
高
さ
二
十
丈
あ
り
。

椿
・
松
・
薺
頭
蒿

お

は

ぎ

あ
り
。

赤
嶋
。
海
藻

め

生お

へ
り
。

宇
氣

う

け

嶋
。
前
に
同
じ
。

黒
嶋
。
前
に
同
じ
。

８美
保
関
町
の
玉
江

た
ま
え

浦
。
長
さ
は
三
二
一

メ
ー
ト
ル
。
現
在
で
は
惣
津

そ
う
づ

湾
や
笹
子

さ
さ
ご

湾
な

ど
、
い
く
つ
か
の
湾
に
分
か
れ
て
い
る
。「
碁

石
」
と
は
現
在
と
同
じ
く
囲
碁
で
使
う
石
を

指
し
、今
で
も
玉
江
浦
の
浜
辺
に
打
ち
寄
せ

ら
れ
る
黒
色
頁け

つ

岩
の
こ
と
。
当
時
の
人
も
囲

碁
を
楽
し
ん
だ
ら
し
い
。「
唐
砥
」
と
は
砥
石

と
い
し

の
こ
と
。「
美
保
関
隕
石

い
ん
せ
き

」
が
落
ち
た
の
も
こ

の
あ
た
り
。
昔
か
ら
石
に
縁
が
あ
る
浜
だ
。

玉
結

た
ま
え

濱
。
廣
さ
一
百
八
十
歩
あ
り
。
碁
石

あ
り
。
東
の
邊

ほ
と
り

に
唐
砥

か
ら
と

あ
り
。
又
、
百
姓

た

み

の

家
あ
り
。

美
保
関
町
惣
津

湾
北
方
の
青
島
。

周
囲
四
九
九
メ
ー

ト
ル
、
高
さ
三
〇
メ

ー
ト
ル
と
あ
る
。

粟
嶋
。
周
り
二
百
八
十
歩
、
高
さ
一
十
丈

あ
り
。
松
・
芋

い
へ
い
つ
も・

茅ち

・
都
波

つ

は

あ
り
。

笹子湾

「
礒い

そ

」
と
は
、

岸
が
岩
石
と

い
う
意
味
。
こ

れ
ら
の
島
々
は

地
蔵
崎
の
展

望
台
か
ら
見

下
ろ
せ
る
。

惣津湾 八島

赤島

小青島

雲津

青木島

大黒島

青島
玉結湾

八島
赤島

船島 片島

九島

七類湾

松島
市目島

七類湾北方の島々

九島

宇杭島

片島

法田平島

福浦
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